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高齢者は、せん妄、抑うつ、認知障害、睡眠障

害など様々な精神障害を患っていることが多い。

特に、抗うつ薬、睡眠薬、抗不安薬、抗精神病

薬などの多種の向精神薬を処方され、ポリファ

ーマシー（多種薬剤投与）の状態に至り、ADL

（日常生活動作)や QOL(生活の質)を悪化させる。

近年、地域包括ケアシステムの推進により、在

宅医療を受ける高齢者の増加が見込まれる。本

研究では、NDB サンプリングデータセットをもち

いて、このような医薬品の在宅供給を受けた高

齢者の向精神薬と他の医薬品の処方状況を調査

することにより、高齢者の医薬品使用状況を把

握することを試みた。その結果、このような在

宅医療を受ける高齢者は、せん妄、認知症など

認知障害が顕著に多いことを認めたので、報告

する。 

 

【目的】日本の高齢化が年々急速に進行してい

るが、高齢者は糖尿病、高血圧、高脂血症、心

血管疾患、脳血管疾患などの生活習慣病に起因

する認知障害、せん妄、抑うつ、睡眠障害など

の精神疾患の合併を非常に高頻度に引き起こす。

その結果、QOL、ADL の悪化にともなう在宅医療、

要介護に至る。NDB(レセプト情報・特定健診等

情報データベース)サンプリングデータセットを

用いて、高齢者の多剤併用や在宅調剤などの生 

活習慣病、精神疾患の現状を調査することを目

的とした。 

【方法】1 研究デザイン:ケースコントロール研

究(後ろ向き研究)。 

2 対象、セッティング:NDB サンプリングデータ

セット(2011 年 1 月〜2020 年 1 月 

までの、1 月、4 月、7 月、10 月の 37 ヶ月

分)の外来レセプト、及び、調剤レセプトに 

記載された患者を対象とした。 

3 主たる要因:各種生活習慣病および精神疾患に

関連する傷病名及び医薬品名、診療行 

為を主たる要因とした。 

4 主たるアウトカム指標:外来および在宅医療に

おける傷病名コード、医薬品コード、診療行為

コード、調剤コードのうち、生活習慣病および

精神疾患に関連するものをアウトカム指標とし

た（表１，表２）。 

5 統計解析方法:各コードの集計値、年齢調整済

オッズ比、χ 二乗検定を指標に、クラスタ解析

などを用いてグラフ化視覚化を行った。 

【結果】在宅患者において生活習慣病のうち心

血管系疾患(脳血管 障 害、虚血性心疾患)を罹

患した患者が顕著に多く、また精神疾患では、

認知症(アルツハイマー病)、せん妄など認知障

害を示す患者が顕著に多く、また多剤併用(ポリ

ファーマシー)の患者が顕著に認められた（表 3、

4、図 1− 3）。 

【考察】レセプトデータの分析により、在宅医

療において心血管系疾患と認知障害の合併と多

剤併用の実態が認められた。 
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